
大
正
・
昭
和
初
期
に
お
け
る
都
市
の

形
成
と
土
地
所
有
に
つ
い
て

ー
生
駒
門
前
町
の
事
例
|

碓

井

照

子

一
、
は
じ
め
に

日
清
、
日
露
戦
争
を
契
機

K
わ
が
国
の
産
業
資
本
主
義
は
確
立
し
、
独
占
資

本
主
義
へ
の
移
行
が
始
ま
る
が
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期

K
か
け
て
は
、
と
の
移

〈

1
)

行
期
に
あ
た
り
、
都
市
発
達
の
面
で
も
重
要
な
一
時
期
を
画
し
て
い
る
。
と
の

〈

2
)

時
期
に
四
大
工
業
地
域
が
完
成
し
、
大
都
市
の
人
口
集
中
化
が
顕
在
化
し
て
〈

る
。
近
代
都
市
、
所
謂
歴
史
的
核
を
持
た
な
い
都
市
は
、
産
業
革
命
期
(
明
治

中
期
以
降
)
に
そ
の
発
生
を
み
る
が
、
製
糸
業
都
市
や
鉱
業
都
市
な
ど
の
工
業

都
市
が
そ
の
中
心
で
あ
一
る
。
し
か
し
、
大
正
期

K
入
る
と
工
業
化

K
直
接
的
発

生
要
因
を
持
た
な
い
新
し
い
型
の
都
市
が
形
成
さ
れ
る
。
大
都
市
へ
の
人
口
集

中
K
伴
う
近
郊
村
の
発
達
、
衛
星
都
市
な
ど
の
住
宅
都
市
の
形
成
で
あ
り
、
ま

え
鉄
道
網
の
整
備

K
よ
る
大
都
市
住
民
の
遊
興
需
要

K
応
え
た
観
光
都
市
の
出

(
4
U
 

現
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
う
大
正
・
昭
和
初
期
の
都
市
形
成
と
は
、
工
業
化

K
発

生
要
因
を
持
た
な
い
住
宅
、
観
光
都
市
の
形
成
を
指
し
て
b
り
、
と
れ
ら
両
都

市
の
特
性
を
未
分
化

K
有
し
て
い
る
生
駒
門
前
町
が
そ
の
研
究
対
象
地
域
で
あ

る。
し
か
し
、
本
稿
の
目
的
は
、
従
来
の
よ
う

K
住
宅
、
観
光
都
市
の
現
象
的
な

形
成
過
程
の
分
析
に
あ
る
の
で
は
念
〈
、
近
代
都
市
形
成
の
主
体
が
ど
と

K
あ

る
の
か
。
つ
ま
り
都
市
化
の
原
動
力
で
あ
る
資
本
と
そ
の
発
現
形
態
が
如
何
な

る
も
の
で
あ
る
か
を
分
析
す
る
点

K
あ
る
。
と
の
種
の
立
場
の
研
究
と
し
て
は
、

観
光
、
交
通
地
理
学
に
な
け
る
電
鉄
資
本
と
観
光
地
開
発
の
分
析
ω

工
業
地
理

学
k
b
け
る
工
業
化
段
階
と
工
業
都
市
の
研
究
ー
な
ど
が
み
ら
れ
る
が
、
資
本
を

如
何
に
規
定
し
、
そ
の
発
現
形
態
を
具
体
的
な
指
標
と
し
て
知
何

K
捉
え
る
か

と
い
う
問
題

K
明
確
な
解
答
は
み
ら
れ
な
い
。
筆
者
が
と
の
分
析
指
標
と
し
て

都
市
形
成
と
土
地
所
有
の
関
係
を
と
り
上
げ
た
の
は
、
都
市
形
成
の
絶
対
的
条

件
で
あ
る
農
村
的
土
地
利
用
か
ら
都
市
的
土
地
利
用
へ
の
移
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

土
地
所
有
の
変
遷
を
明
確

K
す
る
と
と

K
よ
っ
て
解
明
し
た
い
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。一

一
、
研
究
対
象
地
域

(

7

)

t

s

 

生
駒
山
地
と
矢
田
丘
陵

K
挟
ま
れ
た
狭
小
な
推
積
盆
地
は
、
近
世
、
生
駒
谷

(

8

)

 

と
称
さ
れ
、
郡
山
藩
領
、
旗
本
領
が
交
錯
し
た
山
間
部
の
農
村
地
域
で
あ
っ
た

が
、
明
治
二
二
年
、
市
町

村
制
の
実
施
に
よ
り
北
生

駒
村
、
南
生
駒
村
に
区
分

さ
れ
た
。
大
正
三
年
、
奈

良
|
大
阪
間

K
大
軌
(
大

阪
電
気
軌
道
、
現
在
の
近

鉄
奈
良
線
)
が
開
通
し
、

大
字
谷
田
領
内

K
軌
道
が

敷
設
さ
れ
る
と
そ
の
農
業

景
観
は
一
変
す
る
。
生
駒

駅
か
ら
宝
山
寺
ま
で
一
三

町
の
新
参
道
が
形
成
さ
れ
、

北
生
駒
村
k
b
け
る
都
市

図 1 生駒門前町
(大正 11年額u図、昭和22年修正〉
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(

9

)

 

化
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

宝
山
寺
は
、
一
六
七
八
年
、
湛
海
律
師
の
入
山

K
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
な

Q
N〉り

、
現
世
利
益
の
神
と
し
て
大
阪
商
人
を
中
心
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
o

大
軌
開

通
以
前
、
大
阪
方
面
か
ら
は
八
丁
門
越
と
辻
子
越
の
二
本
の
参
道
が
あ
っ
た
が
、

片
町
線
開
通
後
、
参
拝
客
の
急
増

K
伴
い
八
丁
門
峠
付
近
に
数
軒
の
茶
庖
が
み

ら
れ
た
だ
け
で
門
前
町
を
形
成
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
川
。
新
参
道
沿
い

に
街
村
的
市
街
地
が
形
成
さ
れ
る
の
は
大
正
三
年
か
ら
で
、
大
正
一

O
年
、
北

生
駒
村

K
町
制
が
施
行
さ
れ
る
頃

K
は
、
生
駒
門
前
町
と
し
て
の
都
市
的
景
観

を
呈
す
る
よ
う

K
左
っ
て
い
た
(
図

1
)
O

本
橋
の
調
査
対
象
地
域
は
、
戦
前
に
な
い
て
市
街
化
さ
れ
た
軌
道
以
南
の
地

域
、
行
政
的

K
は
、
元
町
一
二
一
丁
目
、
本
町
、
山
崎
新
町
、
仲
之
町
の
全
域

と
門
前
町
中
枢
部
、
さ
ら
に
軌
道
以
北
の
市
街
地
隣
接
地
、
北
新
町
で
あ
る
。

三
、
家
屋
の
増
加
と
土
地
の
分
筆

大
軌
開
通
後
、
大
正
一

O
年
頃
ま
で
の
家
屋
の
建
設
は
新
参
道
沿
い

K
み
ら

れ
、
堀
井
甚
一
郎
、
大
橋
繁
雄
両
氏
の
調
ポ
L

に
よ
る
と
、
大
正
三
年
か
ら
一

O

年
ま
で
の
八
年
間

K
、
元
町
一
丁
目
、
本
町
、
山
崎
新
町

(
A
地
区
)
で
は
、

一
五
二
一
戸
の
家
屋
が
増
加
し
、
仲
之
町
、
門
前
町

(
B
・
白
地
区
)
で
は
一
三

四
戸
で
あ
る
o

(

表
1
)

ほ
ぼ
と
の
期
間

K
参
道

K
沿
う
街
村
的
市
街
地
に

完
成
し
、
大
正
一
一
年
以
降
は
、
参
道
を
核
と
し
た
市
街
地
の
面
的
拡
大
期
に

入
る
。
大
正
一
一
年
か
ら
昭
和
八
年
ま
で
の
家
屋
の
増
加
数
は
、

A
地
区
が
一

七
八
一
戸
で
あ
る
の

K
対
し
て
、

B
・
白
地
区
の
そ
れ
は
、
一
七
戸
で
あ
る
。
表

ー
で
は
、
門
前
町
に
な
け
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
、
霞
ケ
丘
付
近
の
別
荘
地
の
家
崖
数

は
省
い
て
あ
る
が
、
た
と
え
別
荘
地
の
そ
れ
を
加
え
た
に
し
て
も
七

O
戸
に
す

ぎ
ず
、
そ
の
差
は
明
瞭
で
あ
る
。

生動門前町の戸数と介筆数の増加

- 24 

大
正
一

O
年
頃

ま
で
の
家
屋
の
増
加
数
と
分
筆
数

と
の
関
係
は
、

A
A
筆
数
の
方
が
幾

分
ま
さ
っ
て
い
る
が
、
か
左
り
の

:-17 

1，11 

l6 

表
ー
に
な
い
て
、

対
応
関
係
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

大
正
一
一
年
以
降
、
と
の
関
係
は

崩
れ
、
分
筆
数

K
比
し
て
家
屋
の

増
加
数
が
鈍
〈
左
る
。
と
の
と
と

は
、
参
道
に
沿
う
街
村
的
市
街
地

形
成
期
(
大
正
三
年
か
ら
一

O
年

ま
で
)
と
市
街
地
の
面
的
拡
大
期

(
大
正
一
一
年
か
ら
終
戦
ま
で
)

に
な
い
て
、
家
屋
の
増
加
と
土
地

の
分
筆
関
係
に
質
的
な
相
異
が
あ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
土
地

の
分
筆
施
行
者
と
家
屋
の
建
設
者
と
が
遊
離
し
、
土
地
の
分
筆
施
行
者
、
つ
ま

り
土
地
所
有
者

K
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
て
き
た
の
で
る
る
。
そ
と
で
、
大
正

一
冗
年
か
ら
昭
和
二

O
年
ま
で
の
三
四
年
間

k
h
v
け
る
分
筆
施
行
者
(
土
地
所
有

者
)
を
調
べ
て
み
る
と
と
と
し
た
。

表 1

l ~ 1; ; 

表

2
K
よ
る
と
、
大
正
一
一
年
以
降
に
家
屋
増
加
数
の
多
い
元
町
一
丁
目
、

本
町
、
山
崎
新
町

K
法
人
に
よ
る
土
地
の
分
筆
が
増
加
し
て
い
る
。
特
に
元
町

一
丁
目
、
本
町
に
な
い
て
は
、
大
正
一
二
年
頃
よ
り
東
大
仮
土
地
建
物
会
社
、

大
軌
、
産
業
銀
行
、
関
西
急
行
所
有
が
目
立
ち
、
と
れ
ら
の
う
ち
東
大
阪
土
地

建
物
会
社
は
、
大
軌
の
別
会
社
で
大
正
二
一
年
に
合
併
さ
品
旬
、
関
西
急
行
と
は
、

大
執
が
昭
和
一
六
年

K
名
義
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

と
の
地
域
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に
な
け
る
大
正
一
一
年
以
降
の
分
筆
は
、
そ
の
殆
ど
が
大
軌

K
よ
っ
て
な
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
。
山
崎
新
町

K
つ
い
て
は
、
大
正
八
年
頃
か
ら
生
駒
土
地
合

資
会
社
に
よ
る
分
筆
が
多
〈
左
り
、
昭
和
七
年
以
降
は
大
阪
在
住
者
に
よ
る
個

人
的
左
分
筆
が
増
加
し
て
く
る
。
と
の
点
に
な
い
て
、
大
軌
主
道
型
の
元
町
一

丁
目
、
本
町
地
区
と
は
異
質
で
あ
る
。
仲
之
町
、
門
前
町
の
場
合
、
大
正
一
一

年
か
ら
一
四
年
の
家
屋
増
加
数
は
、
僅
か
一

O
戸

K
す
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
分
筆
一
十
数
は
一
四
四
と
多
く
、
そ
の
大
半
が
宝
山
寺

K
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
宝
山
寺
に
よ
る
分
筆
は
大
正
三
年
か
ら
一

O
年
に
も

か
な
り
み
ら
れ
、
元
町
一
了
目
、
本
町
、
山
崎
新
町
に
み
ら
れ
た
街
村
的
市
街

地
形
成
期
と
面
的
市
街
地
拡
大
期
k
b
け
る
土
地
所
有
者
の
相
異
は
、
と
の
地

域
K
は
み
ら
れ
左
い
。

回
、
街
村
的
市
街
地
形
成
期
の
土
地
所
有

ハ
門
参
道
形
成
以
前
の
土
地
利
用
と
市
街
地
形
成

家
屋
増
加
数
と
A
A
筆
施
行
者

K
み
ら
れ
た
地
域
差
は
、
土
地
所
有
形
態
の
地

域
差
を
反
映
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
参
道
形
成
以
前
の
土
地
利
用

K
関
係
し

て
い
る
と
い
え
る
。

一
三
町
に
及
ぶ
新
参
道
は
、
旧
三
ク
村
(
谷
田
村
、
山
崎
村
、
菜
畑
村
)
の

各
領
域
を
通
夕
、
そ
れ
ぞ
れ
谷
田
新
道
、
山
崎
新
道
、
菜
畑
新
道
と
呼
ば
れ
て

い
た
(
図
1

)

0

さ
ら
に
現
行
の
行
政
区
分
に
よ
る
と
、
谷
田
新
道
は
元
町

一
丁
目
、
本
町
の
、
山
崎
新
道
は
山
崎
新
町
、
菜
畑
新
道
一
は
仲
之
町
、
門
前
町

の
範
域
を
指
し
て
い
る
。
参
道
の
建
設
は
、

ζ

れ
ら
旧
三
ク
村
の
領
域
毎

K
異

な
っ
て
い
る
が
、
谷
回
新
道
は
水
田
地
帯

K
、
山
崎
新
道
と
菜
畑
新
道
は
山
林

K
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
菜
畑
新
道
は
主

K
宝
山
山
寺
所
有
林
の
山
林
を
、

一4
J

山
崎
新
道
は

A
氏
(
大
阪
在
住
者
)
ら
の
所
有
械
を
切
り
開
い
た
も
の
で

旧
菜
畑
村
・
旧
山
.
崎
村
の
農
民
と
は
殆
ど
関
係
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

水
団
地
帯

K
形
成
さ
れ
た
谷
田
新
道
の
場
合
は
、
旧
谷
田
村
地
主
層
の
関
心
が

高
〈
、
生
駒
駅
が
岡
村
領
内

K
建
設
さ
れ
た
と
と
も
あ
り
、
参
道
の
建
設
が
旧

谷
田
村
農
民
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
ま
た
参
道
が
稜
線
に
沿
っ
て
い
る
ゆ

え
に
、
菜
畑
新
道
、
山
崎
新
道

K
は
街
村
的
市
街
地
は
発
達
し
え
て
も
、
当
時

の
土
木
技
術
で
は
、
市
街
地
の
面
的
拡
大
は
難
し
く
、
宅
地
化
の
容
易
な
水
団

地
帯

K
市
街
地
の
面
的
拡
大
が
進
行
し
た
の
で
あ
る
。

口
参
道
周
辺
の
土
地
所
有

菜
畑
新
道
や
山
崎
新
道
に
沿
う
街
村
的
市
街
地
は
、
山
林
開
墾
に
よ
っ
て
、

谷
田
新
道
の
そ
れ
は
、
農
地
転
用
に
よ
h
y
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
と

の
よ
う
な
参
道
形
成
以
前
の
土
地
利
用
の
相
異
は
、
市
街
地
形
成

k
b
け
る
地

域
差
の
条
件
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
様

K
山
林
開
墾
と
い
っ
て
も
土
地
所
有
の
質
的
相
異
が
、
市
街

地
形
成

K
与
え
た
影
響
は
大
き
い
と
い
え
る
。
菜
畑
新
道
周
辺
の
山
林
は
殆
ど

が
宝
山
寺
の
所
有
で
あ
り
、
と
の
参
道

K
沿
う
家
屋
の
建
設
は
、
殆
ど
無
償

K

近
い
地
代
で
土
地
を
措
b
開
墾
す
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
現
在
に
至

っ
て
も
所
有
権
移
転
は
少
左
〈
、
借
地
家
屋
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
開
墾
者

は
北
生
駒
村
全
域
に
分
散
し
て
な
り
、
大
阪
な
ど
の
他
府
県
か
ら
の
寄
留
者
も

多
い
。
土
地
所
有
者
と
し
て
の
宝
山
寺
が
、
営
利
を
目
的
と
し
な
か
っ
た
ゆ
え

に
、
街
村
的
市
街
地
の
形
成
は
、
北
生
駒
村
農
民
や
他
府
県
か
ら
の
寄
留
者
に

よ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
大
正
一
四
年

K
分
筆
数
が
急
増
し
た

理
由
は
、
土
地
提
供
者
と
し
て
の
宝
山
寺
が
、
連
担
し
た
家
星
を
整
理
す
る
た

め
に
一
括
し
て
分
筆
届
を
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
山
崎
新
道
に
沿
う
街
村
的
市
街
地
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
大
正
二

あ
h
J
、
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年
K
A
氏
ら
四
名
の
大
阪
在
住
者
K
、
山
崎
領
西
端
の
山
林
が
売
却
さ
れ

る
と
、
参
道
の
建
設
と
参
道
周
辺
の
宅
地
化
が
す
べ
て
と
れ
ら
土
建
業
者
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
と
れ
ら
所
有
地
の
大
半
が
大
正
八
年
、
生

駒
土
地
合
資
会
社
K
売
却
さ
れ
、
土
地
会
社
に
よ
る
宅
地
分
譲
が
進
行
す
る
。

と
の
よ
う
K
営
利
を
目
的
と
し
た
宅
地
化
は
、
菜
畑
新
道
と
は
異
質
の
街
村
的

市
街
地
を
、
山
崎
新
道
沿
い
K
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

谷
田
新
道
の
一
部
は
、
旧
農
道
を
拡
幅
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
町
k
b
け

る
参
道
は
農
地
転
用
K
よ

b
新
し
く
造
ら
れ
た
も
の
で
、
大
正
二
年
か
ら
三
年

K
か
け
て
旧
谷
田
村
地
主
K
よ
る
分
筆
届
が
増
加
し
て
い
る
。
と
れ
ら
地
主
層

の
参
道
形
成
へ
の
関
心
は
高
く
、
街
村
的
市
街
地
形
成
に
沿
い
て
も
と
れ
ら
地

主
層
K
よ
る
と
と
ろ
が
大
き
い
。
と
の
点
は
、
他
地
域
と
は
全
く
異
質
で
あ
る

と
い
え
る
。

元
町
一
了
目
、
本
町
に
な
け
る
土
地
所
有
の
変
遷
を
大
軌
開
通
前
(
明
治
四

O
年

図

2
)
と
大
軌
開
通
後
(
大
正
五
年
図
3
)
k
b
い
て
比
較
し
て
み

る
と
、
生
駒
駅
に
隣
接
し
た
元
町
中
枢
部
、
本
町
西
部
K
村
外
者
へ
の
売
却
地

........ 司

!“一一!日谷倒村地主⑪

!日谷田村地主。

IUぞ-rHl村地主
(毎号拭爽3を参III!'.)

図2 明治 40年の土地所有
(元町1丁目、本町地区)
地籍菌、土地台帳より作成

図 3 大正 5年の土地所有
(元町 1丁B、本町地区)
地籍園、土地台帳より作成

が
多
く
、
参
道
周
辺
や
本
町
中
枢
部
K
旧
谷
田
村
地
主
所
有
地
が
残
存
し
て
い

る
。
さ
ら
に
と
れ
ら
売
却
地
の
所
有
者
は
、
そ
の
殆
ど
が
地
主
②
、
⑪
、
@
(
表

2
)

で
あ
り
、
参
道
周
辺
以
外
の
土
地
を
村
外
者
に
売
却
し
て
い
る
と
と
が
わ

か
る
。
と
れ
ら
の
地
主
が
土
地
売
却
金
を
資
本
に
、
参
道
周
辺
で
貸
家
業
や
族

館
業
を
始
め
た
ζ

と
は
、
表
3
K
示
し
た
戸
数
割
申
告
所
得
(
昭
和
四
年
)
K

な
い
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
地
主
⑪
が
僅
か
三
畝
一
七
歩
の
水
田
で
七
一

O
円

の
収
入
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
そ
の
大
半
が
貸
家
収
益
で
あ
る
と
と
を
示
し
地

主
②
と
⑮
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二

O
O円
、
二
五

O
円
の
営
業
収
益
を
挙
げ
て
い
る
。

さ
ら
K
と
れ
ら
所
有
地
の
地
目
変
換
期
を
み
て
み
る
と
、
地
主
⑮
の
場
合
は
明

治
四
五
年
K
、
地
主
②
と
さ
ら
K
@
の
場
合
は
、
大
正
二
年
と
三
年
K
宅
地
K

変
換
し
て
b
h
y
、
早
く
よ
り
参
道
周
辺
で
営
業
し
て
い
た
と
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
本
町
K
む
け
る
参
道
周
辺
の
旧
谷
田
村
地
主
の
所
有
地
は
、
大
正

三
年
か
ら
七
年
K
か
け
て
村
外
者
K
売
却
さ
れ
、
参
道
形
成
後
、
旧
谷
田
村
地

主
層
の
変
化
が
一
様
で
な
か
っ
た
と
と
を
示
し
て
い
る
。
土
地
売
却
が
一
応
安

定
し
た
昭
和
五
年
の
土
地
所
有
を
も
と
K
、
旧
谷
田
村
地
主
層
を
地
主
、
地
主

自
作
農
、
自
小
作
農
K
三
区
分
す
る
左
ら
ば
、
土
地
売
却
の
激
し
か
っ
た
地
主

(
①
・
②
・
@
・
⑪
・
⑫
・
⑫
・
@
)
は
、
大
地
主
①
と
自
作
農
⑫
を
除
け
ば

農
業
外
収
入
の
比
率
が
高
く
、
貸
家
業
、
旅
館
業
、
俸
給
が
そ
の
主
な
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
K
所
有
面
積
の
小
さ
な
小
地
主
に
は
、
相
続
K
よ
る
土
地
売
却
が

多
く
、
商
業
、
吏
員
、
請
負
業
と
い
う
転
業
へ
の
比
率
が
高
い
。
そ
れ
に
比
し

て
参
道
周
辺
の
所
有
地
を
売
却
し
た
地
主
は
、
大
地
主
①
を
除
く
と
そ
の
殆
ど

が
自
小
作
農
で
あ
り
、
農
業
収
入
と
労
働
収
入
が
多
〈
、
営
業
、
俸
給
な
ど
の

収
入
比
率
は
低
い
。
ま
た
と
れ
ら
自
作
農
K
は
、
不
在
地
主
と
の
借
地
水
田
や

借
地
畑
が
多
く
み
ら
れ
る
と
と
ろ
か
ら
、
農
地
減
少
分
を
不
在
地
主
と
の
小
作
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表 3 旧谷田村の職業構成と土地所有
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関
係
を
結
ぶ
と
と
に
よ
っ
て
補
足
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う

K
旧
谷
由
村
地
主
層

K
は
、
貸
家
業
、
旅
館
業
左
ど
の
余
業
の
拡

大
や
会
社
員
、
商
業
へ
の
転
業
と
、
自
作
農
に
み
ら
れ
た
不
在
地
主
と
の
小
作

関
係
に
よ
る
農
業
の
維
持
と
い
う
二
種
類
の
対
照
的
な
変
化
、
つ
ま
り
都
市
化

へ
の
対
応
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ζ

れ
ら
は
参
道
周
辺
の
土
地
所
有

K
な
い

で
、
所
有
権
の
一
維
持
と
売
却
と
の
形
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。

五
、
面
的
市
街
地
拡
大
期
(
生
駒
新
地
形
成
期
)
の
土
地
所
有

ul

大
軌
に
よ
る
生
駒
新
地
の
形
成

新
参
道
に
沿
う
街
村
的
市
街
地
が
形
成
さ
れ
る
と
元
町
一
丁
目
、
本
町
に
な

げ
る
宅
地
開
発
が
進
行
し
、
と
と
に
生
駒
新
地
が
形
成
さ
れ
る
。
き
ら
に
生
駒

門
前
町
と
し
て
の
性
格
も
信
仰
的
か
ら
遊
興
的
へ
と
ー
変
化
し
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル

や
劇
場
も
新
設
さ
れ
て
、
料
理
屋
、
芸
妓
置
屋
の
数
も
急
増
す
る
。

図
4
は
、
大
正
一

O
年
に
な
け
る
元
町
一
丁
目
、
本
町
の
土
地
所
有
を
示
し

て
い
る
。
さ
ら
に
大
正
五
年
の
図

3
も
参
照
す
る
と
、
大
正
五
年
か
ら
一

O
年

の
僅
か
五
年
間

K
一
冗
町
一
丁
目
、
本
町
の
中
枢
部
、
所
謂
生
駒
新
地
と
し
て
市

街
化
さ
れ
る
地
域
が
、
す
へ
て
東

大
阪
土
地
建
物
会
社
の
所
有
地
に

左
つ
て
な
り
、
そ
の
面
積
は
二
町

一
反
五
畝
二
一
歩

K
及
ん
で
い
る

と
と
が
わ
か
る
。
と
れ
ら
の
う
ち

六

O
婦
は
不
在
地
主
の
所
有
地
で

あ
り
、
と
の
土
地
会
社
が
直
接
旧

谷
田
村
地
主
か
ら
買
収
し
た
水
田

は
、
本
町
東
部
の
八
反
ム
ハ
畝
二
四

図 4 大正 10年の土地所有
(元町 1丁目、本町地区〕

(注)図中の番号は表 3に対応する。
図中のパターソは図 3のFし伊!
と向じである。

歩
に
す
き
ず
、
そ
の
う
ち
六
五
係
は
、
地
主
①
、
ヘ
司
、
品
)
の
所
有
地
で
あ
る
。

ζ

の
土
地
会
社
は
、
大
正
五
年
、
大
軌
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
別
会
社
で
、
大

執
が
宅
地
経
営

K
着
手
す
る
大
正
一
三
年
に
合
併
さ
れ
た
。
大
軌
に
よ
る
土
地

整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
、
現
在
の
市
街
地
区
画
が
完
成
す
る
の
は
、
分
筆
届
に

よ
る
と
昭
和
七
年
で
、
こ
れ
以
晦
毛
地
分
譲
が
急
速
に
進
行
す
る
o

と
の
地
域

。
現
在
ま
で
の
宅
地
売
買
軒
数
と
売
買
時
期
を
み
て
み
る
と
、
昭
和
七
年
ま
で

は
僅
か
一
二
婦
に
す
ぎ
ず
、
昭
和
七
年
か
ら
二

O
年
の
問
に
五
回
婦
が
売
買
さ

れ
て
い
る
o

売
実
軒
数
の
量
も
多
い
沼
和
一
四
年
一
か
ら
二

O
年
の
六
年
間
花
、

生
駒
町
の
人
口
は
四
二
六
六
人
の
増
加
を
一
不
し
、
と
れ
は
、
大
正
三
年
か
ら
昭

和
一
三
年
に
至
る
一
五
年
間
の
人
口
増
加
よ
り
も
激
し
い
。
と
の
よ
う
忙
生
駒

新
地
は
、
大
軌
に
よ
る
鉄
道
資
本
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

仁
不
在
地
主
の
増
加
と
投
機
的
土
地
所
有

生
駒
新
地
の
形
成
が
、
大
執
の
宅
地
開
発

K
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
と
と
は

ず
で
に
述
べ
た
が
、
そ
の
開
発
の
条
件
は
、
大
規
模
な
土
地
の
所
有
と
い
う
点

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
土
地
所
有
を
可
能
に
さ
せ
た
条
件
は
、
如
何
な
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
そ
の
条
件
と
し
て
、
大
執
の
大
土
地
所
有
に
先
行
し
た

不
在
地
主
に
よ
る
土
地
所
有
を
挙
げ
る
と
と
が
で
き
る
。

大
軌
に
よ
る
土
地
買
収
が
始
ま
っ
た
明
治
四
四
年
以
降
、
村
外
者
へ
の
土
地

売
買
は
急
速
に
進
行
し
た
。
大
正
五
年
の
「
地
租
名
寄
候
」
に
記
載
さ
れ
た
不

在
地
主
の
数
は
、
二
一
七
代
の
ぼ
り
、
所
有
総
面
積
は
八
町
二
反
二
九
畝
で
あ
る
。

と
れ
は
旧
谷
田
村
領
総
箇
積
の
一
一
一
一
労
に
あ
た
り
、
軌
道
以
南
に
集
中
し
て
い

る
。
不
在
地
主
の
所
有
規
模
は
、
一
一
反
か
ら
五
反
未
満
が
最
も
多
〈
、
五
反
以

上
は
僅
か

K
四
人
し
か
い
な
い
。
五
反
か
ら
一
町
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る

B
氏
と

大
軌
は
、
そ
の
所
有
地
を
殆
ど
元
町
一
丁
目
に
有
し
て
な
り
、
大
軌
の
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そ
れ
が
軌
道
用
地
で
あ
る
の
に
対

し
て
、

.. M" 'コ N氏「つh

図 5 明治20年の土地所有
(元町1丁目、本町地区)
地籍園、土地台帳より作成

B
氏
は
五
反
一
一
畝

K
及

ぶ
水
田
を
、
生
駒
駅
前

K
集
中

し
て
所
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一

反
か
ら
五
反
未
満
の
不
在
地
主
は

一
名
と
多
い
が
、
そ
の
殆
ど
が

元
町
一
・
二
丁
目
の
水
田
地
域

K

集
中
し
て
い
る
。
元
町
一
丁
目

K

-
な
い
て
は
、

C
氏、

D
氏
が
多
〈

参
道
の
東
側
に
集
中
し
て
な
り
、

B
氏
の
分
を
合
わ
ぜ
る
と
こ
れ
ら
不
在
地
主
に
よ
っ
て
、
元
町
中
枢
部
は
所
有

さ
れ
て
い
た
こ
と

K
在
る
(
図

3
)
0
さ
ら
に
図

3
を
明
治
二

O
年
の
土
地

所
有
(
図
5
)
と
比
較
す
る
と
、

ζ

れ
ら
の
不
在
地
主
の
所
有
地
の
分
布
が
、

明
治
三

0
年
代
に
没
落
し
た
地
主
の
所
有
地
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

没
落
地
主
の
所
有
地
が
最
も
早
く
村
外
者
に
売
却
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ζ

の
点

k
h
t
い
て
不
在
地
主
の
所
有
地
は
、
す
で
に
明
治
中
期
の
土
地
所
有
に
規

定
さ
れ
て
い
・
る
と
い
え
る
。

宅
地
化
の
早
い
参
道
周
辺
の
土
地
は
、
所
有
権
の
細
分
化
が
激
し
く
、
大
軌

K
よ
る
土
地
集
中
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
と
で
、
不
在
地
主
の
土
地
所
有
が
宅
地

化
に
如
何

K
影
響
し
た
か
を
み
る
た
め
、
街
村
的
市
街
地
形
成
期
か
ら
面
的
市

街
地
拡
大
期

K
至
る
土
地
利
用
の
変
遷
と
土
地
所
有
の
関
係
を
、
旧
谷
田
村
全

域
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。
使
用
し
た
資
料
は
、
大
正
五
年
の
「
地
租
名
寄
帳
」

と
昭
和
五
年
の
「
自
小
作
別
調
査
台
帳
」
で
あ
り
、
と
れ
ら
に
記
載
さ
れ
た
農

地
一
筆
毎
の
地
目
と
所
有
者
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
(
表
4
)
0

旧
谷
田
村
の
大
正
五
年

k
b
け
る
水
田
総
面
積
は
、
二
八
町
七
反
五
畝
二
七

歩
で
あ
る
が
、
昭
和
五
年

K
な
い
て
は
一
七
町
一
反
五
畝
二
歩

K
減
少
し
、
と

の
一
五
年
間

K
一
O
町
六
反
七
畝
二
歩
の
水
田
が
転
用
さ
れ
た
と
と

K
な
る
。

荒
地
へ
の
転
用
が
五
三
婦
と
最
も
多
く
、
次
い
で
畑
二
二
¢
、
宅
地
一
七
婦
の

願
で
あ
る
。
明
治
四
四
年
か
ら
昭
和
五
年
に
至
る
一
五
年
間
に
、
旧
谷
田
村
地

主
か
ら
売
却
さ
れ
た
水
田
の
売
却
時
と
土
地
利
用
と
の
関
係
を
み
て
み
る
と
、

表

4
K
な
い
て
、
大
正
五
年
以
前

K
売
却
さ
れ
た
水
田
は
、
そ
の
二
七
労
ま
で

が
荒
地
化
し
て
い
る
の

K
対
し
、
大
正
六
年
以
降
一

O
年
ま
で
の
売
却
水
田
の

五
二
一
¢
は
、
変
換
畑
や
水
田
と
し
て
耕
作
さ
れ
て
な
り
、
地
主
小
作
用
関
係
が
昭

和
五
年
ま
で
、
不
在
地
主
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
と
と
が
わ
か
る
。
さ
ら

不在地主所有地買収時別土地不問(昭和5年)

i '"" I 

表 4

K
と
れ
ら
の
地
域
的
分
布
を
み
て
み
る
と
、

大
正
五
年
以
前
か
ら
の
不
在
地
主
所
有
地

は
、
軌
道
以
南
の
元
町
一
二
一
丁
目

K
八

O
婦
が
集
中
し
て
い
る
が
、
大
正
六
年
か

ら
一

O
年
ま
で
の
間

K
不
在
地
主
所
有
地

は
、
軌
道
以
北
の
北
新
町
、
軌
道
以
南
の

本
町
、
東
新
町
に
拡
大
し
、
と
の
時
期
の

売
却
水
田
の
六
五
婦
は
、
北
新
町

K
集
中

し
て
い
る
。
そ
し
て
、

ζ

れ
ら
軌
道
以
北

へ
拡
大
し
た
不
在
地
主
の
所
有
地

K
、
農

業
的
土
地
利
用
の
比
率
が
高
い
の
で
あ
る
。

売
却
時
の
古
い
不
在
地
主
所
有
地
は
、
生

駒
新
地
と
し
て
市
街
化
さ
れ
る
軌
道
以
南

K
集
中
し
、
そ
の
荒
地
化
率
は
概
し
て
高
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い
と
い
え
る
が
、
大
正
六
年
以
降
に
売
却
の
多
い
本
町
で
は
、
農
業
的
土
地
利

用
は
全
〈
な
く
、
売
却
時
の
古
い
元
町
一
二
一
丁
目

K
水
田
が
若
干
残
存
し
て

い
る
。
ま
た
軌
道
以
北
の
北
新
町
で
は
、
荒
地
化
率
が
三
二
婦
と
低
〈
、
変
換

畑
や
水
田
の
比
率
が
高
い
。
と
の
と
と
は
、
村
外
者
へ
の
土
地
売
却
が
直
接
的

な
荒
地
化
の
要
因
で
は
な
い
ζ

と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
と
で
、
昭
和
五
年
の
荒
地
の
所
有
者
を
み
て
み
る
と
、
元
町
一
二
一
丁
目

の
荒
地
の
五
四
婦
は
、
大
軌
と
生
駒
土
地
合
資
会
社

K
、
本
町
の
八
四
婦
は
大

軌
、
北
新
町
の
四

O
¢
は
日
本
住
宅
会
社
と
信
貴
生
駒
電
鉄
(
大
軌
の
別
会
社
)

に
所
有
さ
れ
、
土
地
会
社
、
電
鉄
会
社

K
よ
る
荒
地
の
所
有
率
が
高
い
。
と
れ

ら
法
人

K
よ
る
土
地
買
収
は
、
大
正
七
年
頃
か
ら
盛
ん
に
な
る
が
、
そ
の
殆
ど

が
大
正
七
・
八
年
以
前

K
買
収
さ
れ
た
水
田
、
つ
ま
り
不
在
地
主
所
有
地
で
あ

る
。
ま
た
大
正
七
年
頃
ま
で
参
道
周
辺
以
外
は
、
広
〈
水
田
景
観
を
呈
し
て
い

た
と
と
ろ
か
ら
水
田
の
荒
地
化
は
、
土
地
会
社
や
大
軌
へ
の
売
却
を
契
機

K
進

行
し
た
と
い
え
る
。
水
田
の
荒
地
化
は
宅
地
化
へ
の
準
備
段
階
で
あ
り
、
地
主

小
作
関
係
の
崩
嬢
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

K
、
大
正
七
年
以
降
の
土
地

会
社
、
大
軌
へ
の
土
地
売
却

K
よ
っ
て
、
地
主
小
作
関
係
の
崩
壊
が
急
速
に
進

行
し
た
と
考
え
ら
れ
、
明
治
四
四
年
よ
り
急
増
し
た
不
在
地
主
は
、
地
主
小
作

関
係
を
基
盤

K
し
た
土
地
の
投
機
的
所
有
者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ζ

の
よ
う

な
投
機
的
所
有
は
、
地
価
が
上
昇
す
る
ま
で
小
作
料
収
入
が
得
ら
れ
た
ゆ
え

K
、

と
れ
ら
不
在
地
主
に
よ
る
積
極
的
な
宅
地
化
が
進
行
ぜ
ず
、
結
果
的

κは
宅
地

化
K
よ
る
所
有
権
の
細
分
化
を
阻
止
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
と

K
、
土

地
会
社
や
大
軌
へ
の
土
地
集
中
の
要
因
が
あ
る
。

地
主
小
作
関
係
の
維
持
は
、
生
駒
門
前
町
の
発
達

K
対
す
る
旧
谷
田
村
農
民

の
対
応
が
そ
の
条
件

K
念
っ
て
い
る
が
、
昭
和
五
年

k
b
い
て
、
不
在
地
主
所

有
地
の
農
業
的
土
地
利
用
率
の
高
い
北
新
町
で
は
、
旧
谷
田
村
自
小
作
農
K
よ

る
水
田
や
畑
の
小
作
が
増
加
し
て
い
る
。
表

3
K
示
し
た
よ
う
に
、
旧
谷
田
村

地
主
と
の
小
作
関
係
は
、
旧
来
か
ら
の
小
作
農
が
中
心
で
あ
る
が
、
不
在
地
主

と
の
そ
れ
は
自
小
作
農

K
多
く
、
自
ら
の
売
却
水
田
で
小
作
す
る
と
い
う
形
態

も
多
い
。
特

K
借
地
畑

K
関
し
て
は
、
そ
の
殆
ど
が
不
在
地
主
所
有
地
で
水
田

の
変
換
畑
が
多
く
、
自
小
作
農
⑫
と
⑮
は
、
五
畝
以
上
の
畑
を
小
作
し
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
売
却
水
田
で
の
変
換
畑
の
占
め
る
割
合
が
高
い
。
自
小
作
農
に

よ
る
小
作
を
条
件
と
し
て
農
業
的
土
地
利
用
が
維
持
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
と
れ
ら
の
借
地
畑
は
、
昭
和
一

O
年
山
林

K
地
目
変
換
さ
れ
荒
地

化
が
進
行
す
る
。
昭
和
一

0
年
代

K
入
る
と
北
新
町

K
も
荒
地
化
が
急
増
し
、

地
主
小
作
関
係
が
か
な
り
崩
壊
し
て
き
た
と
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
変
換
畑

の
五

O
婦
を
占
め
る
自
小
作
不
明
の
畑
は
、
荒
地
化
し
た
畑
や
果
樹
園
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
所
有
は
北
新
町
最
大
の
不
在
地
主

O
氏
が
大
正
六
年

K
買
収
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
一
五
年
、
一
町
七
反

K
及
ぶ
土
地
が
す
べ
て

日
本
住
宅
会
社
に
売
却
さ
れ
、
北
新
町
の
宅
地
化
は
急
速

K
進
行
す
る
。

六

、

結

語

生
駒
門
前
町
の
形
成
を
土
地
所
有
の
観
点
か
ら
み
て
き
た
が
、
家
屋
増
加
数

と
土
地
の
分
筆
数
の
関
係
か
ら
生
駒
門
前
町
の
形
成
過
程
を
、
街
村
的
市
街
地

形
成
期
(
大
正
三
年
か
ら
一

O
年
ま
で
)
と
生
駒
新
地
の
面
的
市
街
地
拡
大
期

(
大
正
一
一
年
か
ら
終
戦
ま
で

)
K
区
分
す
る
と
と
が
可
能
で
あ
る
。

新
参
道

K
沿
う
街
村
的
市
街
地
の
形
成
に
な
い
て
、
菜
畑
新
道
・
山
崎
新
道
、

谷
田
新
道
に
沿
う
街
村
的
市
街
地
は
、
参
道
形
成
以
前
の
土
地
利
用
の
相
異

(
山
林
と
水
田
)
、
土
地
所
有
者
の
相
異
(
宝
山
寺
、
大
阪
在
任
の
土
建
業
者
、

旧
谷
田
村
地
主
)
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
質
の
市
街
地
形
成
パ
タ
ー
ン
を
示
し
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て
い
る
。
し
か
し
、

と
の
時
期
に
な
け
る
市
街
地
形
成
の
主
体
は
、

土
地
所
有
者
で
あ
り
ノ
、
北
生
駒
村
農
民
や
大
阪
か
ら
の
寄
留
者
で
あ
る
。

町
制
施
行
以
後
、
市
街
地
の
面
的
拡
大
筋
(
生
駒
新
地
形
成
期
)
に
な
る
と
、

そ
の
主
体
は
大
軌
の
鉄
道
資
本
氏
移
行
す
る
。
大
土
地
所
有
が
そ
の
条
件
と
左

る
が
、
と
れ
ら
を
可
能
に
さ
ぜ
た
要
因
は
、
不
在
地
主

K
よ
る
土
地
所
有
の
先

行
、
市
谷
田
村
農
民
の
都
市
化
へ
の
対
応
で
あ
る
。
不
在
地
主
に
よ
る
土
地
所

有
は
、
明
治
四
四
年
以
降
、
急
速
に
増
加
す
る
が
、
そ
の
所
有
形
態
は
す
で
に

明
治
中
期
の
没
落
地
主
に
よ
る
土
地
所
有
に
規
定
さ
れ
て
か
り
、
売
買
の
激
し

か
っ
た
と
れ
ら
の
農
地
が
村
外
者
代
売
却
さ
れ
や
す
か
っ
た
と
と
を
示
し
て
い

る
。
さ
ら
代
こ
れ
ら
不
在
地
主
所
有
地
は
、
参
道
周
辺
を
除
け
ば
東
大
阪
土
地

建
物
会
社
へ
所
有
権
が
移
転
す
る
大

E
七
・
八
年
頃
ま
で
、
殆
ど
宅
地
化
が
行

わ
れ
て
い
な
い
。
不
在
地
主
に
継
承
さ
れ
た
地
主
小
作
関
係
は
、
小
作
料
収
入

を
地
主
に
与
え
、
生
駒
門
前
町
の
発
達
に
よ
り
地
価
が
上
昇
す
る
ま
で
土
地
の

投
機
的
所
有
を
可
能

K
さ
ぜ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
積
極
的
左
地
目
変

換
(
宅
地
化
〉
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
と
と
に
よ
っ
て
参
道
周

辺
の
よ
う
に
所
有
権
の
細
分
化
が
進
行
せ
ず
、
大
軌
へ
の
土
地
集
中
が
可
能
に

な
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
大
軌
へ
の
土
地
集
中
の
要
因
と
し
て
、
と
れ
ら

と
れ
ら
の

不
在
地
主
に
よ
る
投
機
的
土
地
所
有
の
先
行
を
挙
げ
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ

る。
こ
の
よ
う
な
投
機
的
土
地
所
有
は
、
地
主
小
作
関
係
を
そ
の
条
件
と
し
て
い

る
ゆ
え
に
、
旧
谷
田
村
農
民
の
都
市
化
へ
の
対
応

K
深
〈
影
響
き
れ
て
い
る
。

小
作
農
の
税
農
化
は
、
土
地
会
社
や
大
軌
へ
の
土
地
売
却
を
契
機

K
進
行
し
た

と
考
え
ら
れ
、
荒
地
の
増
加
と
し
て
現
象
化
し
て
い
る
。
農
地
転
用
に
み
ら
れ

た
荒
地

K
次
い
で
多
い
畑
の
増
加
は
、
そ
の
殆
ど
が
不
在
地
主
所
有
地
で
る
り
、

自
小
作
農

K
よ
る
借
地
畑
の
一
増
加
を
示
し
て
い
る
。
土
地
売
却

K
よ
る
農
地
減

少
分
を
不
在
地
主
と
の
小
作
関
係
を
結
ぶ
と
と
に
よ
っ
て
補
な
う
と
し
た
山
谷

田
村
地
主
層
。
変
化
は
、
不
在
地
主
の
投
機
的
土
地
所
有
の
条
件
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
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